
（別記） 

令和５年度長野市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 

当該地域は、善光寺平･川中島平、また千曲川沿岸の肥沃な平坦地から標高 1,000m の

高冷地に及ぶ広大な耕地と、恵まれた自然条件に都市近郊型の利点を生かして、大都市

圏及び、周辺地域と市民に食料を供給する重要な役割を果たし発展してきた。 

 水稲については、水田転作による果樹と野菜への作物転換、市街化に伴う農地転用の

増加や兼業化により水田面積は減少し、又農家1戸当りの経営規模は県平均より小さく、

自家消費を中心とした飯米農家が９割を占める。 

 当市の北西部及び南東･南西部に位置する中山間地域は、美しく豊かな自然環境に恵

まれているが、急傾斜地が多く圃場整備も進みにくく小さな面積の水田が多い。 

 また、高齢化･過疎化が進む中、農地の集約や担い手の育成が難しく、後継者不足･遊

休荒廃地の増加等深刻な問題を抱えている。 

  しかしながら、中山間地域の農地は水資源のかん養や洪水防止機能等の多面的機能を

有し、中山間地域ならではの特色ある作物栽培や、産地直販･直送など地域農業の活性

化を図る動きが各地域で芽生えつつある。 
 
 
２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 

強化に向けた産地としての取組方針・目標 
 
   当市では、農業者の所得向上や水田農業の発展を図るため、主に加工用米及び麦・

大豆への転作を積極的に推進してきた。近年は新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、加工用米の需要が減少していたが、今後は需要回復を見込み加工用米の生産を再

拡大していく。 

   新たな市場・需要の開拓のため、加工用米・輸出用米の需要の情勢を鑑みながら、

実需者等と調整して、輸出用米への取組を進める。また、高収益作物の中でも当地域

での水田転作に適している白ネギ及びピーマンの作付に対しても取組を進める。 
  

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

   当市としては、需給動向に合わせ、土地利用型作物である麦・大豆の二毛作での生

産を推進していく方針である。 

また、畑作物のみを生産し続けている水田がないか、今後も水稲作に活用される見

込みがないか等の水田の利用状況の点検を行い、水田の畑地化及び農地の団地化を推

進し、団地化した農地においての水稲作付水田と麦・大豆作付水田のブロックローテ

ーション体系の構築ができるよう検討する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

    生産数量目安値に沿った作付面積を確保するとともに、前年の需要動向や集荷業

者等の意向を勘定しつつ、需要に見合った米の生産を行う。 

 



（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

     飼料用米の需要が高まる中で、生産性向上及び拡大を図っていく。また、需要

者への安定供給ができるよう生産者を誘導するため、複数年契約を推進してい

く。 

 

  イ 新市場開拓用米 

     主食用米の需要減が見込まれる中、海外へ需要拡大を図り、輸出用米に取り組

む。また、需要者への安定供給ができるよう生産者を誘導するため、複数年契約

を推進していく。 

 

  ウ 加工用米 

     主食用米の需要減が見込まれる中、加工用米を転作作物の中心的作物に位置づ

ける。生産拡大にあたっては、国からの産地交付金を活用しつつ、疎植栽培の取

組や加工用米に適性のある品種を導入し、また地元の実需者（みそ、醤油の製造

販売会社、酒造会社等）との結びつきを強化する。 

 

（３）麦、大豆 

    国産化の推進や安定的な供給を目指す動きに合わせ、当市の水田転作の中心的作

物として位置づける。麦は需要の高い品種（ハナチカラ、しゅんよう）への転換を

進め、収益力向上につながる技術への取組を要件としながら作付面積拡大を目指

す。また、主に小麦の裏作として大豆を作付けする取組みの拡大を進める。 

 

（４）そば 

    安定的な単収の確保や品質の向上を図るため、農業農村支援センターや農協と行

政が連携し、適期播種・適期収穫と排水対策等、更なる指導を徹底していく。 

 

（５）高収益作物 

 地域において水田転作に適している作物であり、収益力向上に資する作物である

ことから、白ネギとピーマンの作付面積拡大に取り組む。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1,333.9 1,312.4 1,312.4

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8.4 0.0 6.2 0.0 6.2 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.2 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

51.0 0.0 53.0 0.0 53.0 0.0

49.6 1.3 51.3 1.3 51.3 1.3

45.7 21.6 46.0 22.0 46.0 22.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

・子実用とうもろこし 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16.5 2.7 17.0 4.0 17.0 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

336.1 0.5 340.0 0.5 340.0 0.5

・野菜 166.7 0.5 170.0 0.5 170.0 0.5

・花き・花木 12.4 0.0 13.0 0.0 13.0 0.0

・果樹 157.0 0.0 157.0 0.0 157.0 0.0

・その他の高収益作物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

1
加工用米
（基幹）

加工用米の作付支援 対象作物の作付面積 （R4年度）51.01 ha （R5年度）53.00 ha

2
小麦

（基幹）
小麦の作付支援 対象作物の作付面積 （R4年度）48.30 ha （R5年度）50.00 ha

白ネギ 白ネギ

（R4年度）3.96 ha （R5年度）6.30 ha

ピーマン ピーマン

（R4年度）0.31 ha （R5年度）1.50 ha

4
新市場開拓用米

（基幹）
新市場開拓用米への取組

（地域の取組に応じた追加配分）
対象作物の作付面積 （R4年度）1.16 ha （R5年度）2.00 ha

5
そば

（基幹）
そばの取組

（地域の取組に応じた追加配分）
対象作物の作付面積 （R4年度）13.85 ha （R5年度）16.70 ha

（R4年度）0.60 ha （R5年度）0.60 ha

          3.42 t           3.42 t

（R4年度）1.16 ha （R5年度）2.00 ha

          6.62 t           11.34 t

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

新市場開拓用米に係る複数年契約
の取組

（地域の取組に応じた追加配分）

複数年契約の
取組面積・数量

対象作物の
作付面積・数量

（参考）

整理
番号

対象作物 使途名 目標

3 白ネギ、ピーマンの作付支援
白ネギの作付面積

ピーマンの作付面積

6 新市場開拓用米

白ネギ
ピーマン
（基幹）



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：長野県

協議会名：長野市農業再生協議会

1 加工用米の作付支援 1 28,000 加工用米

以下の内、１つ以上取り組んだ者へ作付面積に応じて
支援。
①コシヒカリに比べ収量性の高い品種の作付②作期分
散③農薬の苗箱播種同時処理④種子の温湯消毒

2 小麦の作付支援 1 6,000 小麦

ハナチカラ・しゅんようの生産・出荷をし、以下の取組を
１つ以上取り組んだ者へ作付面積に応じて支援。
①湿害対策技術の導入②高度施肥管理③汎用収穫機
の利用技術

3 白ネギ、ピーマンの作付支援 1 18,000 白ネギ、ピーマン 作付面積に応じて支援。

4
新市場開拓用米への取組

（地域の取組に応じた追加配分）
1 20,000 新市場開拓用米 作付面積に応じて支援。

5
そばの取組

（地域の取組に応じた追加配分）
1 20,000 そば 作付面積に応じて支援。

6
新市場開拓米に係る複数年契約の取組
（地域の取組に応じた追加配分）

1 10,000 新市場開拓用米
複数年契約（３年以上の新規契約分）について、作付
面積に応じて支援。

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は
使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛
作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組の
みの記載でも構いません。

新様式（公表用）


